
水
が
迫
る
首
都
バ
ン
コ
ク
に

専
門
家
チ
ー
ム
が
出
動

の
専
門
家
チ
ー
ム
を
派
遣
。
住
民
の
生

活
を
支
え
る
基
礎
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
重

要
な
上
下
水
道
、
地
下
鉄
、
空
港
の
各

専
門
家
が
洪
水
時
の
対
応
に
つ
い
て
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
。

　
そ
の
一
人
が
、
10
月
26
日
に
地
下
鉄

の
専
門
家
と
し
て
タ
イ
に
入
っ
た
、
東

京
地
下
鉄
株
式
会
社
（
東
京
メ
ト
ロ
）

の
大
月
喜
雄
投
資
計
画
部
長
。
１
９
９

７
年
か
ら
４
年
間
、
日
本
が
円
借
款
で

支
援
し
た
バ
ン
コ
ク
地
下
鉄
建
設
の
設

計
・
施
工
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
活

動
し
た
経
験
を
持
ち
、
バ
ン
コ
ク
地
下

鉄
に
つ
い
て
熟
知
す
る
。「
雨
期
に
な

る
と
小
さ
な
洪
水
が
起
こ
る
の
は
日
常

茶
飯
事
。
そ
の
た
め
、
設
計
の
段
階
で

特集 国際緊急援助
その命を救いたい

駅
の
入
り
口
を
海
抜
２
メ
ー
ト
ル
に
設

定
し
、
さ
ら
に
水
を
遮
断
す
る
１
・
５

メ
ー
ト
ル
の
止
水
板
を
設
置
す
る
な
ど

の
工
夫
を
し
て
い
ま
し
た
」
と
話
す
。

　
こ
れ
ら
の
対
策
が
今
回
適
切
に
機
能

し
て
い
る
か
、
大
月
さ
ん
が
バ
ン
コ
ク

地
下
鉄
の
関
係
者
と
駅
や
車
両
基
地
を

視
察
し
た
結
果
、
政
府
が
最
悪
の
ケ
ー

ス
と
し
て
想
定
し
た
２
メ
ー
ト
ル
の
浸

水
に
も
対
応
で
き
る
と
判
断
。
ま
た
、

被
害
状
況
に
応
じ
て
乗
客
を
避
難
さ
せ

る
、
駅
を
封
鎖
す
る
と
い
っ
た
段
階
ご

と
の
対
応
を
、
地
下
鉄
の
運
営
会
社
が

駅
員
に
周
知
し
て
い
る
こ
と
も
確
認
し

た
。「
客
観
的
に
分
析
し
た
情
報
を
タ

イ
や
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
に
伝
え
、
安
全

性
を
伝
え
る
こ
と
も
Ｊ
Ｄ
Ｒ
の
役
割
で

し
た
」
と
振
り
返
る
。
ど
の
駅
も
浸
水

せ
ず
、
バ
ン
コ
ク
地
下
鉄
は
無
事
、
洪

水
か
ら
守
ら
れ
た
。

　
一
方
、
バ
ン
コ
ク
の
北
に
位
置
す
る

工
業
団
地
や
住
宅
地
な
ど
で
は
浸
水
被

害
が
相
次
い
で
い
た
。
そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
は
初
め
て
官
民
連
携
の
Ｊ
Ｄ
Ｒ
を
編

成
。
25
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
の
水
を
約
10

分
で
空
に
す
る
ほ
ど
の
排
水
能
力
と
機

動
性
を
有
し
、
東
日
本
大
震
災
時
に
も

使
わ
れ
た
排
水
ポ
ン
プ
車
10
台
を
出
動

さ
せ
た
。

　
こ
の
排
水
ポ
ン
プ
車
チ
ー
ム
に
先
立

っ
て
11
月
５
日
か
ら
派
遣
さ
れ
た
国
土

交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
企
画
部
の
神

宮
寺
保
秀
さ
ん
は
、「
洪
水
が
頻
発
す

る
タ
イ
で
は
、
自
衛
の
た
め
に
工
業
団

地
の
周
囲
を
堤
防
で
囲
ん
で
い
ま
す
。
し

か
し
、
今
回
は
そ
の
堤
防
を
越
え
て
入

っ
て
き
た
水
が
そ
の
ま
ま
敷
地
内
に
た

ま
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
外
に
排
水
す

る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
」と
分
析
す
る
。

　
そ
こ
で
神
宮
寺
さ
ん
た
ち
は
、
効
率

的
に
排
水
が
行
え
る
よ
う
、
ア
ユ
タ
ヤ

県
、
パ
ト
ゥ
ム
タ
ニ
県
を
含
む
７
つ
の

地
域
を
対
象
に
、
タ
イ
工
業
省
や
工
業

団
地
の
管
理
者
と
協
働
で
、
ポ
ン
プ
車

の
配
置
場
所
な
ど
を
調
査
。
排
水
作
業

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　
排
水
ポ
ン
プ
車
チ
ー
ム
に
は
ポ
ン
プ

車
の
製
造
会
社
で
あ
る
株
式
会
社
ク
ボ

　
２
０
１
１
年
夏
か
ら
数
カ
月
に
わ
た

っ
て
降
り
続
い
た
雨
。
そ
の
影
響
に
よ

り
、
タ
イ
中
部
を
中
心
に
大
洪
水
が
発

生
し
た
の
は
10
月
中
旬
の
こ
と
。
次
々

と
水
に
飲
み
込
ま
れ
て
い
く
街
―
。
日

本
で
も
連
日
報
道
さ
れ
た
〝
水
〞
の
映

像
に
、
衝
撃
を
受
け
た
人
も
多
か
っ
た

は
ず
だ
。

　
被
害
は
徐
々
に
南
部
に
も
広
が
り
、

日
本
企
業
が
多
く
進
出
し
て
い
る
ア
ユ

タ
ヤ
の
工
業
団
地
へ
―
。
そ
し
て
さ
ら

に
、
首
都
バ
ン
コ
ク
に
も
浸
水
の
危
機

は
迫
っ
て
い
た
。　

　
首
都
に
ま
で
被
害
が
及
べ
ば
政
府
機

能
が
ま
ひ
し
、
タ
イ
全
体
の
復
旧
・
復

興
に
混
乱
が
生
じ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
バ
ン
コ
ク
を
洪
水
か
ら
守

る
た
め
、国
際
緊
急
援
助
隊
（
Ｊ
Ｄ
Ｒ
）

東
日
本
大
震
災
で
活
躍
し
た

排
水
ポ
ン
プ
車
を
活
用

タ
の
技
術
者
も
参
加
し
、

ポ
ン
プ
車
の
設
置
・
運
転

方
法
を
現
地
の
エ
ン
ジ
ニ

ア
や
作
業
員
に
指
導
し

た
。
ポ
ン
プ
プ
ラ
ン
ト
部

の
富
塚
武
志
さ
ん
は
「
イ

ラ
ス
ト
で
作
業
工
程
を
説

明
し
た
り
、
ポ
ン
プ
車
の

操
作
盤
に
タ
イ
語
を
表
記

し
た
り
と
、
現
地
の
作
業

員
た
ち
が
ミ
ス
な
く
運
転

で
き
る
よ
う
工
夫
し
ま
し

た
」
と
話
す
。
ご
み
が
詰

ま
っ
て
ポ
ン
プ
が
破
損
し

な
い
よ
う
、
定
期
的
に
チ

ェ
ッ
ク
す
る
な
ど
24
時
間

体
制
で
活
動
し
た
排
水
ポ

ン
プ
車
チ
ー
ム
。
32
日
間
で
東
京
ド
ー

ム
７
杯
分
も
の
排
水
を
行
い
、
洪
水
か

ら
の
復
旧
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

　
今
後
も
い
つ
、
洪
水
が
起
こ
る
か
分

か
ら
な
い
―
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
昨
年
12
月

か
ら
「
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
川
洪
水
対
策
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
始
。
近
年
の
気
候

変
動
や
流
域
の
土
地
利
用
の
変
化
な
ど

を
考
慮
し
、
99
年
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
作
成

し
た
洪
水
対
策
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
強
み
と
す
る
災
害
直
後

の
緊
急
支
援
か
ら
、
復
旧
・
復
興
ま
で

の
継
続
的
な
支
援
。
タ
イ
の
人
々
、
そ

し
て
こ
の
国
に
多
く
進
出
す
る
日
本
企

業
か
ら
の
要
望
も
あ
っ
た
〝
災
害
に
強

い
国
づ
く
り
〞
を
、
こ
れ
か
ら
も
全
面

的
に
支
援
し
て
い
く
方
針
だ
。

２
０
１
１
年
秋
、こ
れ
ま
で
に
例
を
見
な
い
規
模
の
大
洪
水
に
見
舞
わ
れ
た
タ
イ
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
首
都
バ
ン
コ
ク
の
イ
ン
フ
ラ
を
洪
水
か
ら
守
り
、

さ
ら
に
浸
水
被
害
を
受
け
た
地
域
で
排
水
作
業
を
行
う
た
め
、

国
際
緊
急
援
助
隊
の
専
門
家
チ
ー
ム
を
派
遣
し
、復
旧
・
復
興
に
取
り
組
ん
だ
。

首都の北西に位置するサイノーイ村の住宅地。日本から出動した排水ポンプ車を使って堤防の外へ勢いよく排水作業を行う

タ イ

from THAILAND

バンコク地下鉄運
営会社の職員と東
京地下鉄の大月さ
ん（前列左から３人
目）。「乗客の人命
を最優先する安全
意識を確認できま
した」

効率よく排水作業を進めるため、工業団地の
管理者と堤防の位置などを確認する国土交
通省の神宮寺さん（右から2人目）

「東日本大震災の時に支
援してくれたタイに恩返し
をしたかった」とクボタの富
塚さん（右）。排水ポンプの
維持管理方法を作業員に
指導した

洪水対策として、海抜2メートルに設置されているバンコク地下鉄の入り口

大
洪
水
か
ら

人
々
の
生
活
を
守
る

バンコク

アユタヤ

専門家チーム
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